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地球を持ち上げたよ！地球を持ち上げたよ！



心待ちにしていた３年生国内研修（尾瀬）（玉川中学校）
仲間が繋いだタスキを手に
（第４回県南中学校駅伝競走大会：玉川中学校）

つな

上手に食べられるかな？
（テーブルマナー：玉川第一小学校）

実りの秋！さるなし収穫体験（須釡小学校）

一緒にあそぼうよ！（認定こども園クックの森）

そ
れ
ぞ
れ
の
秋

そ
れ
ぞ
れ
の
秋

（2）令和３年10月21日 議 会 だ よ り



（3） 令和３年10月21日議 会 だ よ り

※読みやすくするため、議案件名を一部省略しています。

議会を傍聴しませんか　９月定例会の傍聴人数20人（令和３年累計傍聴人数42人）

審議議案と各議員の賛否　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全会一致で賛成のため賛否は省略しました。

議案番号 議　案　名 採決 内　容　等

議案第53号 令和２年度上水道事業会計未処分利益剰余金の処
分及び決算の認定

可決
及び
認定

５ページに記載

議案第54号 玉川村手数料徴収条例の一部を改正する条例につ
いて 可決 ５ページに記載

議案第55号 令和３年度一般会計補正予算（第３号）について 可決 ５ページに記載

議案第56号 令和３年度介護保険特別会計補正予算（第１号）
について 可決 歳入歳出それぞれ 1,441 万円を追加し、

予算総額を 6億 9,504 万円とする。

議案第57号 令和３年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第
１号）について 可決 歳入歳出それぞれ 211 万円を追加し、

予算総額を 6,088 万円とする。

議案第58号 令和３年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第
１号）について 可決 歳入歳出それぞれ 452 万円を追加し、

予算総額を 3億 2,129 万円とする。

議案第59号 令和３年度上水道事業会計補正予算（第１号）に
ついて 可決

原水及び浄水費を 250 万円増額し、配
水及び給水費を 134 万円、総係費を 115
万円減額する。

議案第60号 すがまプラザ「旧須釜中学校」改築事業設計・施
工業務に係る契約の締結について 可決 ６ページに記載

認定第１号 令和２年度一般会計歳入歳出決算の認定 認定 ６～７ページに記載

認定第２号 令和２年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の
認定 認定 ４ページに記載

認定第３号 令和２年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 認定 ４ページに記載

認定第４号 令和２年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
の認定 認定 ４ページに記載

認定第５号 令和２年度農業集落排水事業特別会計歳入歳出決
算の認定 認定 ４ページに記載

報告第４号 健全化判断比率及び資金不足比率の報告 － ４ページに記載

発議第６号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財
源の充実を求める意見書の提出 可決 ７ページに記載

次回の定例会は12月中旬を予定

玉川村議会 ９月定例会



　玉川村議会９月定例会は、９月10日から16日までの７日間の会
期で開催された。
　今定例会では、条例改正や補正予算などの議案８件、決算の認定
５件、報告１件を審議した。
　また、一般質問には５名の議員が登壇し、村執行部の考えを質した。

あらまし

各 会計の決算状況

９
月

定
例
会

会　　計　　別 歳入決算額 歳出決算額 収入未済額
（滞納額）（※1）

一　般　会　計 71億1,643万円 67億4,549万円 8,691万円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 7億3,372万円 6億4,277万円 1,697万円
介 護 保 険 6億6,659万円 6億5,781万円 184万円
後 期 高 齢 者 医 療 6,198万円 6,177万円 ―
農 業 集 落 排 水 5億6,870万円 5億6,413万円 745万円
合 　 　 　 計 91億4,744万円 86億7,199万円 1億1,319万円

前 年 度 合 計 70億2,925万円 59億9,542万円 1億1,793万円
前 年 対 比 130.1％ 144.6% 96.0%

４つの健全化判断比率でチェック

（※２）国で示す基準値を超えた場合は、財政的に「危険」だとみなされ改善に向けた計画を作成しなけ
ればならない。

（※１）村税、手数料の滞納額

指　標 内　容 2年度 元年度 前年対比 早期健全化
基準（※2）

実 質 赤 字 比 率 一般会計を中心とした
赤字の割合 赤字なし 赤字なし ─ 15％

連結実質赤字比率 全ての会計の赤字の割合 赤字なし 赤字なし ─ 20％

実 質 公 債 費 比 率 年間の借金返済額の割合 10.8％ 11.2％ △  0.4 25％

将 来 負 担 比 率 将来負担が見込まれる
負債の割合 36.8％ 50.4％ △ 13.6 350％

監査委員による決算監査

（１万円未満切り捨て）

（4）令和３年10月21日 議 会 だ よ り

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
の
決
算

は
、
歳
入
で
71
億
１
６
４
３
万
円
、

歳
出
で
67
億
４
５
４
９
万
円
に
な

り
、
翌
年
度
に
繰
り
越
す
べ
き
財
源

を
除
き
、
実
質
収
支
額
は
３
億
３
６

８
４
万
円
の
黒
字
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
の
決
算
は
、
歳

入
で
20
億
３
１
０
０
万
円
、
歳
出
で

19
億
２
６
４
９
万
円
と
な
っ
た
。

　

特
別
会
計
に
つ
い
て
も
、
各
会
計

と
も
に
黒
字
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
の
指
標
で
は
、
基
準
を

下
回
る
と
報
告
さ
れ
た
。

決
算
の
概
要



　
未
処
分
利
益
剰
余
金
５
８
２

万
円
の
う
ち
減
債
積
立
金
に

２
０
０
万
円
、
建
設
改
良
積

立
金
に
３
０
０
万
円
、
残
金

を
繰
り
越
す
。

［
質　
疑
］

小
林
議
員　

平
成
29
年

度
を
ピ
ー
ク
に
有
収
率
が
下

が
っ
て
い
る
が
、
宅
内
の
給

水
管
か
ら
の
漏
水
か
。

地
域
整
備
課
長 　
配
水
管

か
ら
給
水
管
へ
の
間
の
漏
水
。

小
林
議
員　
宅
内
の
漏
水

件
数
は
。

地
域
整
備
課
長　

冬
場
の

給
水
管
の
破
裂
は
10
件
程
度

あ
る
。

小
林
議
員　
漏
水
検
査
を

実
施
す
る
考
え
は
。

地
域
整
備
課
長　

個
別
に

や
る
と
費
用
が
か
か
る
た
め 

配
水
管
の
取
り
付
け
工
事
の

時
に
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い

る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
再

交
付
手
数
料
に
係
る
条
項
を

改
正
す
る
。

［
質　
疑
］

小
林
議
員　
村
内
居
住
者

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
率
は
？

住
民
税
務
課
長 　
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
８
月
31
日

現
在
、
１
５
３
９
枚
交
付
。

交
付
率
は
23
・
５
％
。

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億

５
９
４
万
円
を
追
加
し
、
予

算
の
総
額
を
、
47
億
26
万
円

と
す
る
。

［
質　
疑
］

小
林
議
員　

商
工
振
興

費
の
立
木
伐
採
業
務
委
託
料

は
、
何
処
の
何
を
、
何
の
た

め
に
委
託
し
た
の
か
。

産
業
振
興
課
長　

工
業
団

地
内
の
法
面
（
３
，
９
０
０

㎡
）
の
長
雨
に
よ
る
倒
木
の

伐
採
。

小
林
議
員　
工
事
請
負
費

（
総
務
費
）
駐
輪
場
改
修
工

事
の
内
容
は
。

企
画
政
策
課
長　

泉
郷
駅

駐
輪
場
の
屋
根
が
７
月
末
の

大
雨
強
風
に
よ
り
剥
が
れ
、

腐
食
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
る

も
の
。

小
林
議
員　
財
政
調
整
基

金
を
積
立（
※
）す
る
こ
と

に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
へ
の

影
響
は
。

総
務
課
長　
地
方
財
政
税

法
第
７
条
に
よ
り
、
剰
余
金

の
う
ち
２
分
の
１
を
下
ら
な

い
額
を
積
立
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
決
ま
り
が
あ
る
た
め
、

影
響
は
な
い
。

村
長
　

今
後
の
村
の
行

政
の
基
金
に
充
て
る
と
い
う

重
要
性
が
あ
る
。　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
和
田
議
員　

玉
一
小
の

み
電
気
料
（
学
校
管
理
費
）

が
計
上
さ
れ
て
い
る
の
は
。

教
育
課
長　
旧
西
部
共
同

調
理
場
と
メ
ー
タ
ー
が
一
緒

で
、
分
離
計
算
が
難
し
く
、

最
大
使
用
料
が
毎
月
の
基
本

と
な
り
、
４
月
以
降
に
請
求

さ
れ
た
分
か
ら
算
出
し
た
も

の
。大

和
田
議
員　

各
学
校
の

電
話
料
金
額
が
同
額
は
な

ぜ
。教

育
課
長　
校
務
支
援
シ

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
個
人
情
報
が
流

出
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
専
用
回
線
と
し
、
各
学

校
同
一
と
し
た
。                  

林
議
員　
道
路
維
持
費
の

委
託
料
、
工
事
請
負
の
場
所

は
。             

（
※
）
年
度
間
の
財
源
不
足

に
備
え
る
た
め
決
算
余
剰
金

等
を
積
立
、
財
源
が
不
足
す

る
年
度
に
活
用
す
る
目
的
の

基
金
。 財

政
調
整
基
金

改修予定の泉郷駅駐輪場

（5） 令和３年10月21日議 会 だ よ り

令
和
２
年
度

玉
川
村
上
水
道

事
業
会
計
未
処

分
利
益
剰
余
金

の
処
分
及
び
決

算
の
認
定

令
和
３
年
度

玉
川
村
一
般
会

計
補
正
予
算

　
　
（
第
３
号
）

質

　

疑

　

応

　

答

手
数
料
徴
収
条

例
の
一
部
改
正



地
域
整
備
課
長　

委
託
料

は
、
道
路
に
か
か
る
危
険
木

の
伐
採
。
工
事
請
負
費
は
、

村
道
工
事
請
負
で
各
区
長
か

ら
要
望
の
あ
っ
た
箇
所
で
５

カ
所
。

 

林
議
員　
給
食
施
設
費
の

消
耗
品
費
は
何
か
。 

教
育
課
長　

旧
共
同
調

理
場
で
使
用
し
て
い
た
も
の

が
、
給
食
セ
ン
タ
ー
で
の
使

用
に
不
具
合
が
起
き
た
た
め

新
し
く
し
た
。

　
旧
須
釜
中
学
校
の
主
に
２

階
部
分
を
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
に
す
る
工
事「
デ
ザ

イ
ン
ビ
ル
ド
方
式
」（
※
１
）

［
質　
疑
］

須
藤
議
員　
上
限
価
格
の

設
定
は
何
か
。

企
画
政
策
課
長　
部
屋
割
、

電
気
工
事
等
に
係
る
費
用
か

ら
、
仮
に
設
定
し
予
算
を
出

し
た
。　
　
　

須
藤
議
員　
上
限
価
格
の

設
定
に
よ
り
、不
要
な
工
事
、

無
駄
な
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
に

な
ら
な
い
か
。

企
画
政
策
課
長　

県
内
の

同
工
事
の
標
準
価
格

を
参
考
に
設
定
。
ま

た
内
閣
府
の
地
方
創

生
テ
レ
ワ
ー
ク
交
付

金
の
審
査
を
受
け
、

国
交
省
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
い
て
い

る
。須

藤
議
員　

プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
（
※
２
）

に
は
何
社
応
募
し
て
、

何
社
残
っ
た
の
か
。

企
画
政
策
課
長　
問

合
せ
が
数
社
。
申
込

は
１
社
の
み
。 

期
間
限
定
の
工
事
で
あ
る
た

め
、
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式

を
と
っ
た
。

林
議
員　
仮
契
約
書
の
特

約
条
項
、
第
35
条
中
「
10
分

の
４
」
を
「
10
分
の
５
」
と

読
み
替
え
る
の
は
、
こ
の
契

約
の
み
か
。

企
画
政
策
課
長　

玉
川
村

工
事
請
負
契
約
約
款
に
よ

り
、
東
日
本
震
災
後
の
特
定

で
定
め
て
い
る
規
定
で
、
震

災
以
降
に
適
用
。

［
質　
疑
］

須
藤
議
員　
集
出
荷
車
両

導
入
。
購
入
先
、
何
に
利
用

か
。産

業
振
興
課
長　

保
冷
付

き
軽
自
動
車
。
こ
ぶ
し
の
里

で
の
利
用
で
高
齢
者
の
農
作

物
の
集
出
荷
や
外
販
に
利

用
。須

藤
議
員　

購
入
価
格
、

車
は
ど
こ
に
置
い
て
あ
る
の

か 産
業
振
興
課
長　

軽
自
動

車
の
荷
台
に
保
冷
装
置
を
付

け
た
も
の
。
２
６
０
万
円
と

認
識
し
て
い
る
。
こ
ぶ
し
の

里
の
店
舗
の
裏
側
に
置
い
て

あ
る
。

須
藤
議
員　
会
社
の
貸
借

対
照
表
に
計
上
さ
れ
て
い
な

い
が
、
な
ぜ
か
。

産
業
振
興
課
長　

決
算
書

は
わ
か
ら
な
い
。

（
※
２
）
業
務
の
委
託
先
を

選
定
す
る
際
に
、
目
的
物
に

対
す
る
企
画
を
提
案
し
て
も

ら
い
、
そ
の
中
か
ら
優
れ
た

者
を
選
定
・
契
約
す
る
方
法

（
※
１
）
設
計
、
施
工
ま
で

を
一
括
と
す
る
発
注

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
方
式

サテライトオフィス入口

保冷付集出荷車両

（6）令和３年10月21日 議 会 だ よ り

す
が
ま
プ
ラ
ザ

「
旧
須
釜
中
学

校
」改
築
事
業

設
計
施
工
業
務

に
係
る
契
約
の

締
結

令
和
２
年
度

一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
の
認

定

質

　

疑

　

応

　

答



林
議
員　
実
質
収
支
に
関

す
る
調
査
の
歳
入
歳
出
が
千

円
単
位
と
な
っ
た
場
合
四
捨

五
入
、
切
り
上
げ
と
な
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
何
に
基
づ
い

て
の
計
算
か
。

村
長
　

今
ま
で
そ
の
よ

う
な
質
問
は
な
か
っ
た
が
、

財
政
上
そ
う
な
っ
て
い
る
。

林
議
員　
一
般
会
計
に
お

い
て
単
年
度
の
決
算
は
黒
字

と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
に

累
積
赤
字
額
は
あ
る
の
か
。

総
務
課
長　
毎
年
度
決
算

し
て
赤
字
は
な
か
っ
た
。

小
林
議
員　

ふ
る
さ
と

納
税
の
総
額
は
２
１
９
０
万

円
。
返
礼
品
額
は
51
％
に

な
っ
て
い
る
が
な
ぜ
か
。

　
ま
た
、
納
税
は
何
件
か
。

総
務
課
長　

令
和
元
年

度
分
を
２
年
度
に
行
っ
て
い

る
も
の
が
あ
り
、
寄
付
額
の

30
％
を
返
礼
と
し
て
い
る
。

　

１
０
０
９
人
か
ら
の
納

税
。

小
林
議
員　
住
宅
使
用
料

が
不
納
欠
損
に
な
っ
て
い
る

が
何
故
か
。
保
証
人
は
。

地
域
整
備
課
長　

平
成
８

年
か
ら
平
成
26
年
ま
で
の
未

納
者
で
、
死
亡
後
令
和
２
年

に
裁
判
所
の
書
類
で
確
認
で

き
た
も
の
。
保
証
人
も
死
亡

し
て
い
る
。

小
林
議
員　
滞
納
金
を
収

納
す
る
た
め
の
苦
労
は
。

住
民
税
務
課
長　

少
額
の

う
ち
に
回
収
で
き
る
よ
う
職

員
全
員
で
分
担
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

状
況
に
応
じ
適
正
な
収
納

を
促
し
て
い
る
。

飯
島
議
員　
有
害
鳥
獣
対

策
実
施
隊
の
イ
ノ
シ
シ
の
捕

獲
は
、
何
に
よ
る
も
の
か
。

産
業
振
興
課
長　

設
置
罠

に
よ
る
捕
獲
。

小
針
議
員　
地
域
交
流
活

性
化
３
件
の
事
業
は
何
か
。

企
画
政
策
課
長　

東
野
清

流
周
辺
の
清
掃
事
業
（
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
中
止
）、
子

供
育
成
会
（
親
子
交
流
芋
煮

会
）、
乙
字
ケ
滝
公
園
の
イ

ベ
ン
ト
及
び
整
備
事
業
。

小
針
議
員　
清
掃
事
業
は

補
助
金
の
該
当
に
な
る
か
。     

企
画
政
策
課
長　

清
掃
の

み
で
は
該
当
に
な
ら
な
い
。

交
流
も
な
け
れ
ば
事
業
対
象

と
な
ら
な
い
。

小
針
議
員　
清
掃
の

み
で
も
補
助
金
の
対

象
に
な
る
柔
軟
性
は

な
い
の
か
。

企
画
政
策
課
長　
各

地
区
か
ら
相
談
が
あ

れ
ば
、
要
綱
に
沿
っ

て
真
摯
に
対
応
し
た

い
。小

林
議
員　
川
辺
沖

駅
の
駐
車
場
の
利
用

は
。企

画
政
策
課
長　
20

台
分
の
ス
ペ
ー
ス
が

あ
る
が
、
通
勤
、
通
学

に
半
数
近
く
が
利
用
さ
れ
て

い
る
。

大
和
田
議
員　

大
規
模
事

業
と
遊
水
地
対
応
の
仕
事
が

控
え
て
い
る
が
、
村
長
は
今

後
、
ど
の
よ
う
な
考
え
で
進

め
て
い
く
の
か
。

村
長
　
国
、
県
の
交
付
、

補
助
支
援
を
受
け
な
が
ら
財

政
の
健
全
化
に
取
り
組
み
た

い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
は
、
変
異
株
の
猛

威
も
加
わ
り
、
我
が
国
の
各

方
面
に
甚
大
な
経
済
的
・
社

会
的
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

中
、
町
村
が
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

持
続
的
に
提
供
し
て
い
く
た

め
に
、
地
方
交
付
税
等
の
一

般
財
源
総
額
の
確
保
・
充
実

を
強
く
国
に
求
め
る
意
見
書

を
提
出
す
る
。

川辺沖駅駐車場

（7） 令和３年10月21日議 会 だ よ り

コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
厳
し
い
財
政

状
況
に
対
処
し

地
方
税
財
源
の

充
実
を
求
め
る

意
見
書

質

　

疑

　

応

　

答



審査意見
　一般・特別会計の滞納金額は総額で113,203千円、対前年比4,357千円の減少となり、年々滞納金へ
の取組成果が感じられる。
　滞納対策としては、担当課の取り組みにより年々減少傾向にあるが、滞納額はまだまだ高水準に推移
しているため、現年度分重点で滞納したら即対処し、多額の滞納金にならないよう早期対応に心掛ける
ことと、滞納者の実態を的確に把握して適切な滞納整理を行い、収入未済額の圧縮に一層努力されるよ
う強く望むものである。
　未登記件数は、年度末現在195筆。毎年過年度分が処理され減少しているが、まだまだ残っているこ
とから、今後は100％村名義に変更するのがベストではあるが、村に所有権移転をしなければ問題が発
生する可能性がある物件についてのみ、早期解消するよう努力した方が現実的ではないか考える。
　今後は玉川地区の農業集落排水事業・四辻新田地区の水道未普及地域解消事業・「玉川村乙字ヶ滝か
わまちづくり」等の大規模事業と遊水地対応の仕事が控えているため、全職員が今まで以上に財政の健
全化に向け取り組み、適切かつ効率的な事務の執行に努められますよう希望する。

　令和２年度における給水戸数は1,857戸(対前年比15戸増)、給水人口は5,365人(〃29人増)。年間配
水量は配水管の大きな漏水事故がなかったことから、615,020㎥と対前年比2,446㎥の増加した。
　本村の水道料金は供給単価188.71円に対し、給水原価は419.32円となっており、1㎥当たり230.61
円の持ち出しとなっている。対前年比19.21円悪化したが、「配水及び給水費」の中の修繕費で4,765
千円、減価償却費で6,350千円増加したことが大きな要因である。
　滞納金は14,332千円と対前年比666千円減少したが、本年度は27千円の不納欠損処分をしている。
早期対応に心掛け、適切な滞納整理を行い、滞納金の圧縮に一層努力されるよう強く要望する。
　今後は、四辻新田地区の水道未普及地域解消事業、石川町の浄水場建設負担金、老朽配水管の布設替
工事（32.6％完了）も見込まれているため、滞納金の発生防止・回収や更なるコスト削減等に努めてい
ただきたい。

※紙面の都合上、一部要約しています。

令和２年度決算審査は一般会計、各特別会計、
水道事業会計の審査を7月28日～30日・8月
1日の４日間実施した。

○一般会計・特別会計

○上水道事業会計

代表監査委員　  圓　谷　信　幸
監 査 委 員　  石　井　清　勝

令和２年度令和２年度
監査委員決算審査報告・意見監査委員決算審査報告・意見
～収入未済額の圧縮を望む～

（8）令和３年10月21日 議 会 だ よ り

有価証券・現金等のチェック（会計室）



◇  ◇  須藤  安昭須藤  安昭
　１．遊水地に係る村の対応について　１．遊水地に係る村の対応について

◇  小針  竹千代◇  小針  竹千代
　１．阿武隈川緊急治水対策について　１．阿武隈川緊急治水対策について
　２．新型コロナウイルス感染症について　２．新型コロナウイルス感染症について

◇  石井  清勝◇  石井  清勝
　１．遊水地について　１．遊水地について
　２．女性から見たまちづくり研究会について　２．女性から見たまちづくり研究会について

◇  林　 芳 子◇  林　 芳 子
　１．新型コロナウイルスのワクチン接種等について　１．新型コロナウイルスのワクチン接種等について
　２．玉川村における「地域おこし協力隊」の在り方について　２．玉川村における「地域おこし協力隊」の在り方について
　３.　災害情報発信時の対応について　３.　災害情報発信時の対応について

◇  小林  徳清◇  小林  徳清
　１．遊水地対応について　１．遊水地対応について

村政村政ここがききたいここがききたい
５人の議員が質問５人の議員が質問

村の答え
は？

　一般質問とは、議員が村長など執行機関に対し、行政全般にわたる施策の状況や方針　一般質問とは、議員が村長など執行機関に対し、行政全般にわたる施策の状況や方針
などについて説明や報告を求めるもの。などについて説明や報告を求めるもの。
　住民を代表しての発言の場であることから、大きな関心と期待を持たれる大事な議員　住民を代表しての発言の場であることから、大きな関心と期待を持たれる大事な議員
活動でもある。活動でもある。

（9） 令和３年10月21日議 会 だ よ り



（10）令和３年10月21日 議 会 だ よ り

阿武隈川と泉郷川の合流地点の堤防改修、河床浚渫の予定

阿武隈川堤防の舗装工事（トラハイ上流）

問　
計
画
に
よ
る
と
、
約

１
０
０
ha
の
農
地
と
大
部
分

の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
が
令
和

５
年
か
ら
作
付
で
き
な
い
。

又
、
耕
作
放
棄
地
も
年
々
増

加
し
、
農
業
を
継
続
、
拡
大

し
た
い
ニ
ー
ズ
と
、
農
地
を

手
放
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ

を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
、
農
地

Ｑ遊水地に係る村の
対応は

Ａ村民の意向を国、県
に要望する

の
流
動
化
と
玉
川
村
農
業
の

再
構
築
に
つ
い
て
村
長
の
考

え
は
。

答　
契
約
等
に
時
間
が
か

か
れ
ば
、
令
和
５
年
以
降
も

作
付
け
出
来
る
。	

	

　

代
替
地
確
保
の
観
点
か
ら

も
、
農
業
委
員
会
や
農
地
中

間
管
理
機
構
等
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
マ
ッ
チ
ン
グ
作
業

を
行
う
。

問　
比
較
的
、
耕
作
条
件

の
良
い
小
高
地
区
で
も
、
た

く
さ
ん
の
耕
作
放
棄
地
が
あ

る
が
、
村
全
体
の
耕
作
放
棄

地
の
面
積
は
。	

答　
３
８
７
ha
（
令
和
２

年
度
）。	

	
	

問　
計
画
が
進
め
ば
１
０

０
ha
の
遊
水
地
が
出
来
る
。

２
～
３
年
経
て
ば
原
野
に

な
っ
て
し
ま
い
、
玉
川
村
は

敬
遠
さ
れ
る
地
域
に
な
っ
て

し
ま
う
と
危
惧
さ
れ
る
。
遊

水
地
の
管
理
と
利
活
用
は
、

ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。	

答　
村
民
の
意
向
等
を
確

認
し
な
が
ら
、
適
正
な
管
理

を
国
に
要
望
す
る
。	

	

問　
鏡
石
町
、
矢
吹
町
で
も

同
じ
不
安
を
持
っ
て
い
る
と

思
う
。  

 
 

　
３
町
村
の
対
策
協
議
会
の

設
置
の
考
え
は
。	

答　
対
策
協
議
会
で
は
な

い
が
、
今
後
の
進
め
方
等
の

協
議
を
事
務
レ
ベ
ル
で
行
っ

一
般
質
問

須
す ど う

藤安
やすあき

昭 議員

て
い
る
。

問　
国
へ
の
要
望
と
回
答

を
明
確
に
す
る
為
に
、
国
、

村
、
議
会
の
定
期
的
な
会
議

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答　
調
査
、設
計
が
完
了
し
、

地
権
者
、
住
民
の
皆
さ
ん
と

話
し
合
い
が
出
来
る
様
に
な

れ
ば
、
そ
の
内
容
、
経
過
に

つ
い
て
報
告
し
た
い
。

問　
人
口
減
少
対
策
も
含

め
、
移
転
対
象
、
約
60
戸
が

１
０
０
％
村
内
に
住
ん
で
も

ら
え
る
受
皿
、
住
宅
用
地
の

造
成
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
考

え
は
。

答　
意
向
を
し
っ
か
り
把

握
し
移
転
希
望
先
に
係
る
用

地
を
確
保
す
る
。

　

国
、
県
等
と
調
整
し
補
助

事
業
等
の
利
活
用
を
図
る
。

問　
遊
水
地
対
策
室
は
相

談
を
待
つ
の
で
な
く
、
積
極

的
に
住
民
を
訪
問
し
不
安
の

解
消
、
要
望
の
実
現
を
図
る

べ
き
と
思
う
が
、
村
長
の
考

え
は
。	

答　
意
見
交
換
会
を
８
地

区
、
８
日
間
実
施
す
る
。
意

向
調
査
の
質
問
、
要
望
に
対

し
国
か
ら
回
答
す
る
。
迅
速
、

積
極
的
に
進
め
る
。



問　
中
地
区
の
移
転
対
象

者
の
考
え
を
伺
う
と
、
同
じ

中
地
区
に
移
転
し
た
い
と
希

望
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
村
道
中
16
・
17
号
線
が

完
成
す
れ
ば
、
水
道
、
集
落

排
水
を
入
れ
る
こ
と
も
予
算

化
さ
れ
て
お
り
、
有
力
な
移

転
候
補
地
と
な
る
。
令
和
２

年
度
に
用
地
取
得
の
予
算
も

確
保
さ
れ
て
い
る
の
に
、
な

ぜ
、
進
ま
な
い
の
か
。

答　
村
道
中
16
号
線
に
つ

い
て
は
、
道
路
予
定
地
に
係

る
法
定
外
道
路
等
の
登
記
書

類
、
立
木
補
償
に
係
る

調
査
な
ど
時
間
を
要
し

た
。
８
月
に
書
類
が
整

い
、
一
部
地
権
者
と
契

約
、
残
る
契
約
を
進
め

事
業
を
展
開
し
て
い
く
。

問　
中
地
区
の
道
上
、

後
作
田
な
ど
ほ
と
ん
ど

が
第
一
種
農
地
に
な
っ

て
い
る
が
、
農
地
に
関

し
て
は
農
林
水
産
省
管

轄
、
遊
水
地
は
国
土
交

通
省
の
事
業
で
、
協
力

す
る
の
か
。

問　
８
月
１
日
に
遊
水
地

対
策
室
が
設
置
さ
れ
た
が
、

こ
れ
か
ら
、
村
が
で
き
る
こ

と
、
行
う
こ
と
は
。

答　
遊
水
地
対
策
に
村
と

し
て
今
後
、
ど
の
よ
う
な
対

策
が
で
き
る
か
検
討
す
る
。

問　
玉
川
村
遊
水
地
プ
ロ

Ｑ遊水池対策、村がで
きることは

Ａ対策室、プロジェク
トチームで

小
こ ば り

針竹
た け ち よ

千代 議員

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
構
成
メ

ン
バ
ー
及
び
、
内
容
は
。

答　
メ
ン
バ
ー
は
現
在
検

討
中
で
、
色
ん
な
方
面
か

ら
検
討
し
、
９
月
か
10
月
に

チ
ー
ム
を
結
成
、
月
１
回
位
、

対
策
室
と
連
携
し
て
対
象
者

に
対
応
す
る
。

問　
宅
地
、
農
地
、
農
業
用

施
設
の
代
替
地
は
、
地
元
役

場
と
共
に
提
案
す
る
と
云
っ

て
い
る
が
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
か
。

答　
国
で
は
、
代
替
地
を
探

す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

村
に
お
願
い
す
る
と
要
請
を

う
け
て
い
る
。

　

宅
地
は
ど
の
位
必
要
か
、

見
極
め
な
が
ら
要
望
に
応
え

ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
。

問　
村
内
移
転
が
で
き
る

よ
う
に
農
地
転
用
が
で
き
る

か
。

答　
立
地
基
準
や
一
般
基

準
等
、
様
々
な
許
可
基
準
が

あ
り
、
移
転
希
望
す
る
土
地

が
具
体
的
に
な
っ
た
ら
、
個

別
に
相
談
し
県
と
協
議
す

る
。

答　
県
の
農
林
水
産
部
は

連
携
し
て
い
る
が
、
村
の
方

か
ら
も
し
っ
か
り
要
望
し
て

行
く
。

問　
移
転
対
象
者
に
、
村

と
し
て
の
支
援
は
考
え
て
い

る
か
。

答　
は
っ
き
り
発
言
で
き

な
い
が
、
現
状
を
見
な
が
ら

検
討
す
る
。

問　
移
転
対
象
者
に
定
住

促
進
補
助
金
の
適
用
は
認
め

ら
れ
る
か
。

答　
そ
の
事
業
に
は
適
用

で
き
る
と
思
う
。

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況

は
。

答　
65
歳
以
上
が
93・０
％
、

50
歳
か
ら
64
歳
87
・
０
％
、

12
歳
か
ら
49
歳
41
・
５
％
、

10
月
末
頃
ま
で
に
は
接
種
を

希
望
す
る
村
民
の
接
種
は
完

了
す
る
見
込
み
。

ワクチンの集団接種会場

遊水地意見交換会（中地区）

Ｑワクチン
　接種状況は
Ａ10月末完了

一
般
質
問
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の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
今
の
段
階
で
は
農
振

除
外
を
進
め
て
行
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
た
め
、
対
象
農

家
が
何
名
か
を
把
握
し
、
担

当
課
と
し
て
は
、
い
か
な
る

方
法
が
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ

て
対
応
で
き
る
の
か
、
あ
ら

ゆ
る
方
法
を
検
討
し
て
進
め

て
行
く
。

問　
赤
ち
ゃ
ん
の
居
る
家

庭
で
お
む
つ
処
分
に
ゴ
ミ
袋

を
沢
山
使
う
の
で
、
指
定
ゴ

ミ
袋
を
一
部
補
助
等
の
考
え

は
。

答　
近
年
超
高
齢
化
社
会

を
迎
え
、
赤
ち
ゃ
ん
が
使
う

Ｑ遊水地計画地域
内の村税等は

Ａ推計値で
　　　624万円

Ｑおむつ処分の
　ゴミ袋補助は
Ａごみ減量化等を
推進していく

問　
遊
水
地
計
画
地
区
の

年
間
の
税
収
は
幾
ら
か
。

答　
計
画
範
囲
97
㏊
の
内
、

田
ん
ぼ
６
割
畑
３
割
、
宅
地

１
割
と
想
定
し
固
定
資
産
評

価
額
は
推
計
し
６
２
４
万
円

程
度
の
固
定
資
産
税
が
見
込

ま
れ
る
。

問　
遊
水
地
農
地
に
よ
る

収
入
額
は
幾
ら
か
。

答　
農
地
85
㏊
の
内
、
水

田
53
㏊
、
畑
32
㏊
で
全
体
を

石
い し い

井清
きよかつ

勝 議員

水
田
と
し
て
９
３
０
０
万
円

程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　
竜
崎
原
作
田
地
区
内

の
農
地
転
用
の
そ
の
後
は
。

答　
今
後
、
移
転
希
望
者
が

決
定
次
第
、
よ
り
迅
速
に
進

め
ら
れ
る
方
法
に
つ
い
て
、

あ
ら
ゆ
る
選
択
肢
を
排
除
す

る
こ
と
な
く
県
等
関
係
機
関

協
議
を
進
め
て
い
く
。

問　
農
家
の
減
収
分
に
対

し
て
は
、
村
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答　
現
時
点
に
お
い
て
は
、

減
収
補
て
ん
等
の
対
策
は
考

え
て
い
な
い
。

問　
令
和
元
年
度
の
台
風

災
害
の
際
に
補
助
事
業
で
購

入
し
た
農
業
施
設
等
に
つ
い

て
は
、
今
後
農
業
収
入
が

減
少
す
る
と
見
込
ま
れ
る
中

で
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し

て
い
く
の
か
。

答　
台
風
19
号
に
よ
る
農

業
施
設
等
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
国
の
補
助
金
が
入
っ
て

い
る
た
め
使
用
を
継
続
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。
た
だ
遊

水
地
と
い
う
特
別
な
事
情
の

た
め
、
今
後
対
策
室
を
通
じ
、

国
土
交
通
省
と
協
議
し
て
い

き
た
い
。

問　
今
後
の
税
収
減
少
に

よ
り
、
村
の
事
業
に
も
影

響
が
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
れ
か
ら
の
事
業
実
施

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答　
た
ま
か
わ
む
ら
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
も
進
行
中
で
あ
り
今
後
計

画
の
変
更
等
を
含
め
て
検
討

し
て
い
く
。

問　
計
画
地
域
の
図
面
が

決
定
し
た
ら
、
移
転
候
補
地

の
農
振
除
外
に
対
し
早
め
に

対
応
す
べ
き
で
あ
る
が
、
ど

お
む
つ
の
量
よ
り
も
、
高
齢

者
が
使
う
量
が
多
く
な
っ
て

い
る
と
の
報
告
が
あ
り
、
環

境
省
も
ご
み
の
排
出
量
が
増

え
続
け
、
焼
却
施
設
や
環
境

へ
の
負
担
を
考
慮
し
、
色
々

な
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
い
く
。

問　
こ
ど
も
園
の
約
70
名

い
る
お
む
つ
を
使
う
こ
ど
も

た
ち
に
、
実
証
実
験
を
出
来

な
い
か
。

答　
紙
お
む
つ
の
使
用
に

つ
い
て
は
、
子
育
て
世
代
の

場
合
は
数
年
で
成
長
に
従
い

お
む
つ
を
卒
業
す
る
が
、
高

齢
の
方
々
は
長
く
使
用
す

る
。
そ
う
い
っ
た
対
応
が
課

題
に
な
っ
て
く
る
の
で
今
後

ご
み
の
減
量
化
、
再
利
用
化

を
進
め
る
取
り
組
み
を
し
て

い
く
。

一般会計歳入構成比

歳入総額
7,116,434,656円

地方交付税
28.2%

国庫支出金
24.4%県支出金

11.2%
地方消費税交付金
2.1%

法人事業税交付金
0.1%

地方特例交付金
0.1%

使用料及び手数料
0.7%

分担金及び負担金
0.1％

寄附金0.3%

諸収入1.0%

繰入金1.4%

財産収入0.1%

地方譲与税0.7%

村債
7.4%

村税
10.3%

国県依存財源
74.2%

自主財源
25.8%

可燃ごみ指定袋

一
般
質
問
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防災無線

林
はやし

　芳
よ し こ

子 議員

問　
12
才
～
49
才
以
下
の

村
内
医
院
の
予
約
状
況
は
。

答　
味
原
医
院
が
69・８
％
、

あ
つ
う
み
内
科
医
院
が
54
・

７
％
の
予
約
率	

　

個
別
接
種
に
つ
い
て
は
継

続
受
付
中
。

Ｑ７月からのワクチンの
個別接種は

Ａ12才～49才は
　延べ１,623人

問　
12
才（
小
学
校
６
年
生
）

の
区
切
り
は
。

答　

	

国
、
県
か
ら
の
指
導
。

問　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

職
員
等
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
。

答　
泉
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
、	

須
釜
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
12
名
の
職
員
が
い
る
。

　

９
月
10
日
現
在
11
名
が
接

種
完
了
済
み
。

問　
臨
時
休
校
等
と
な
っ

た
場
合
の
連
絡
網
は
。

答　
一
斉
メ
ー
ル
で
の
連

絡
。

問　
臨
時
休
校
と
な
っ
た

場
合
の
給
食
は
。

答　
別
の
日
の
献
立
に
回

し
対
応
し
て
い
る
。

問　
２
学
期
の
授
業
、
行

事
へ
の
対
応
。

答　
感
染
対
策
を
徹
底
し

安
易
に
中
止
や
縮
小
で
な

く
、
創
意
工
夫
を
し
、「
子

供
の
学
び
」
を
止
め
な
い
姿

勢
で
取
り
組
む
。

問　
他
町
村
に
比
べ
地
域

お
こ
し
協
力
隊(

隊
員)

が

多
い
理
由
は
。

答　
本
年
度
２
名
が
入
り
、

現
在
８
名
。
こ
れ
ま
で
13
名
。

村
づ
く
り
に
必
要
な
多
様
な

分
野
で
募
集
し
て
い
る
。
活

動
終
了
後
、
村
に
定
住
し
地

域
の
担
い
手
に
な
っ
て
も
ら

う
。

問　
現
在
ま
で
の
隊
員
に

よ
る
起
業
、
定
着
は
ど
れ
く

Ｑ地域おこし協力隊の
　在り方は
Ａ村民の新たな挑戦への
　きっかけ作り、村の隠れた
魅力発掘を期待

Ｑ災害情報発信時の
対応は

Ａ玉川村地域防災計
画に基づき所要の
人員で警戒配備

一
般
質
問

ら
い
あ
っ
た
か
。

答　
起
業
１
名
、就
職
２
名
。

問　
隊
員
の
活
動
報
告
は
。

答　
コ
ロ
ナ
に
よ
る
感
染

拡
大
の
た
め
報
告
会
の
開
催

が
で
き
な
い
の
で
、
ｆ
ａ
ｃ

ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
へ
の
掲
載
を
し
て
い

く
。

問　
隊
員
の
報
酬
は
。

答　
１
年
目
日
額
７
，
２
４

７
円
、
２
年
目
７
，
７
８
０

円
、３
年
目
８
，１
６
７
円
。	

住
宅
借
上
代
、
車
の
リ
ー
ス

代
、
報
酬
等
活
動
に
要
す
る

経
費
は
、
総
務
省
の
特
別
交

付
税
。

　

令
和
３
年
度
は
隊
員
１
人

あ
た
り
上
限
４
７
０
万
円
の

財
政
措
置
。

問　
７
月
、
８
月
の
大
雨

時
に
テ
レ
ビ
や
携
帯
に
災
害

情
報
が
何
度
も
出
た
が
、
村

は
放
送
も
な
か
っ
た
。
対
応

は
。

答　
避
難
を
呼
び
か
け
る

に
至
ら
な
い
と
判
断
し
た
の

で
、
注
意
喚
起
放
送
は
し
な

か
っ
た
。

問　
災
害
情
報
終
息
後
村

内
は
巡
回
し
た
の
か
。

答　
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
た
。

隊員の発行誌
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あ
る
。
無
に
す
る
事
無
く
国

に
伝
え
る
べ
き
で
は
。

答　
村
が
そ
の
よ
う
な
意
見

を
提
言
し
て
い
る
。

問　
国
に
対
す
る
要
請
は

公
共
物
を
含
め
て
何
が
有
る

か
。

答　
多
く
の
公
共
物
が
あ

る
。
国
と
の
交
渉
の
中
で
付

け
替
え
や
移
転
方
法
等
に
つ

い
て
、
調
整
協
議
し
住
民
生

活
や
、
振
興
発
展
に
支
障
な

い
円
滑
か
つ
着
実
に
進
め
て

い
く
。

問　
公
共
物
に
対
す
る
十
分

な
補
償
は
勿
論
の
事
、
用
地

の
買
い
上
げ
、
住
居
、
付
属

物
の
移
転
に
伴
う
手
厚
い
補

償
に
対
し
て
も
対
象
者
に
寄

り
添
っ
て
尽
力
し
て
い
く
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　
当
然
の
事
で
あ
る
。
議

員
、
村
民
に
十
分
問
題
を
投

げ
か
け
て
協
議
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。

問　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
行

く
の
か
懐
疑
的
で
あ
る
が
。

答　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に

行
く
と
説
明
を
受
け
て
い
る

が
、
最
短
で
あ
る
の
で
期
間

が
延
び
る
可
能
性
は
あ
る
。

問　
移
転
に
反
対
者
の
意
向

は
。

答　
国
に
話
を
聞
い
て
い
く

方
針
。

問　
移
転
対
象
者
の
村
外
流

失
の
防
止
と
対
処
は
。

答　
そ
れ
ぞ
れ
事
情
を
個
別

に
相
談
実
施
、
住
民
の
意
向

に
沿
っ
た
対
応
す
る
。

問　
村
外
流
出
の
対
応
策
の

一
案
と
し
て
、
戸
建
の
村
営

住
宅
を
造
る
考
え
は
。

答　
視
野
に
入
れ
村
内
移
住

定
住
出
来
る
よ
う
対
策
を
考

え
て
い
く
。

問　
集
落
の
存
続
を
図
る

為
、
周
囲
提
の
範
囲
縮
小
要

望
の
考
え
は
。

答　
用
地
調
査
、
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
等
の
結
果
、
地
権
者

と
の
交
渉
に
よ
り
決
定
さ
れ

る
が
、
村
は
移
転
計
画
対
象

方
々
の
希
望
を
尊
重
、
集
落

の
運
営
や
営
農
活
動
へ
の
影

響
を
考
慮
し
、
範
囲
の
縮
小

に
つ
い
て
調
査
検
討
し
、
国

や
関
係
機
関
と
調
整
協
議
し

必
要
な
要
望
活
動
し
て
い
く
。

問　
意
向
調
査
に
は
移
転
に

賛
同
し
か
ね
る
方
が
い
る
。

少
数
だ
が
切
な
る
願
い
で
も

と
調
整
を
図
り
支
援
策
の
活

用
も
検
討
す
る
。

問　
個
人
の
用
地
確
保
の
交

渉
は
困
難
を
来
す
。
村
が
指

定
す
る
専
門
の
業
者
を
介
入

さ
せ
る
考
え
は
。
ま
た
村
が

計
画
地
を
買
い
上
げ
造
成
し

分
割
販
売
す
る
事
は
。

答　
こ
れ
等
を
含
め
て
検
討

す
る
。

問　
意
向
調
査
に
、
住
居
移

転
に
対
す
る
賛
否
の
項
目
が

無
か
っ
た
の
は
。

答　
計
画
や
移
転
に
対
す
る

賛
否
を
問
う
も
の
で
は
な
く

住
民
の
皆
さ
ん
の
意
向
を
確

認
す
る
こ
と
で
、
今
後
ど
の

よ
う
な
対
策
が
出
来
る
か
検

討
す
る
為
。

問　
意
向
調
査
で
最
も
大
事

な
移
転
に
対
し
て
の
賛
否
を

問
う
べ
き
で
、
国
の
意
向
に

沿
っ
た
調
査
で
は
な
い
か
。

答　
説
明
会
に
対
し
て
早

く
住
民
の
考
え
を
問
う
調
査

で
、
村
が
出
来
る
事
は
何
か

を
知
る
為
の
村
独
自
の
調
査

で
、
国
の
意
向
に
沿
っ
た
も

の
で
は
な
い
。
具
体
的
対
象

者
個
々
に
、
聞
き
取
り
意
向

を
聞
い
て
対
応
す
る
。

Ｑ遊水地対応は
Ａ住民に寄り添って
対応

問　
計
画
に
関
す
る
住
居
移

転
の
見
直
し
が
無
く
、
実
行

さ
れ
る
場
合
、
移
転
適
地
は
。

答　
個
別
の
事
情
も
あ
る
と

思
う
が
、
希
望
に
沿
っ
た
場

所
が
適
地
。
各
々
の
状
況
を

聴
く
相
談
会
を
実
施
し
て
実

態
を
把
握
し
て
い
く
。

問　
意
向
調
査
集
計
表
、
地

区
内
移
転
希
望
50
名
に
対

小
こばやし

林徳
のりきよ

清 議員

し
、
75
％
37
名
が
斡
旋
希
望
。

要
望
対
応
は
。

答　
十
分
尊
重
し
て
対
応
す

る
。

問　
各
々
の
希
望
に
添
っ
た

場
所
と
な
れ
ば
、
集
落
を
成

さ
な
い
ば
ら
ば
ら
の
移
転
に

な
る
。
村
が
適
地
を
計
画
し

丁
寧
な
説
明
で
理
解
を
得
る

事
は
。

答　
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
大
切
に
し
、
元
の
４
組
、

５
組
は
対
象
が
多
い
の
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
創
れ
れ
ば
良

い
と
思
う
。

問　
農
振
除
外
と
見
直
し
は

迅
速
に
進
展
す
る
の
か
。

答　
農
地
転
用
が
可
能
で
あ

る
事
が
前
提
条
件
。
具
体
的

な
移
転
先
が
決
定
次
第
、
県

と
の
協
議
を
行
う
。
県
の
関

係
部
局
と
事
前
に
打
合
せ
を

し
て
い
る
。

問　
移
転
先
の
用
地
確
保
は

個
別
対
応
か
。
村
が
主
導
関

与
す
べ
き
で
は
。

答　
個
別
の
状
況
を
把
握

し
、
移
転
対
象
者
を
支
援
、

集
団
移
転
希
望
の
場
合
、
村

が
取
り
ま
と
め
、
地
域
の
意

向
に
沿
う
よ
う
、
国
・
県
等

一
般
質
問



（15） 令和３年10月21日議 会 だ よ り

公立岩瀬病院企業団議会　須賀川広域消防組合議会
定例会・臨時会レポート

村の負担金844万円村の負担金844万円

村の負担金１億2,774万円村の負担金１億2,774万円

ヨッジカフェにてスタッフから説明を受ける

　旧四辻分校をリノベーションして完成した、
たまかわ観光交流施設「森の駅ヨッジ」の議
員対象の内覧会が７月 13 日に催された。
　施設のスタッフにエントランステラス、宿
泊室や浴室、屋根付き屋外スペース、屋根上
テラスなど施設内部の案内を受け、カフェの
メニューで村の農産物を使った “ 旬の野菜カ
レー ”などを試食した。

議
員
活
動

「森の駅ヨッジ」内覧会（７月１３日）「森の駅ヨッジ」内覧会（７月１３日）

　当村議会から公立岩瀬病院企業団議会、須賀川広域消防組合議会
へ各１名、石川地方生活環境施設組合議会３名、それぞれの議会議
員として定例会等へ出席しています。
　今回は６月定例会以降に開催された各議会についてその概要をお
知らせします。

１　公立岩瀬病院企業団議会　　１名出席（大和田　宏議員）
　令和３年６月定例会／令和３年６月30日開催
　　・令和３年度病院企業団事業会計補正予算（第１号）……可決
　　　　　　（県補助金147万円：看護学院の器具・備品購入）
　　・公立岩瀬病院使用料及び手数料条例の改正………………可決
　　　　　　　新型コロナウイルス抗体検査　自己負担　5,500円
　　　　　　　シミ取りレーザー治療　　　　　〃　 　11,000円

２　須賀川広域消防組合議会　　　１名出席（西川良英議員）
　令和３年第１回臨時会／令和３年７月９日開催　　　　　
　　・須賀川地方広域消防組合職員の給与に関する条例改正
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………可決
　　・災害対応特殊救急自動車・高度救命処置用資購入契約の締結
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………可決
　　・災害対応特殊消防ポンプ自動車（CD-1型）購入契約の締結
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…………可決

※議会だよりでは森の駅yodgeをヨッジと表記しています。
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（16）令和３年10月21日 議 会 だ よ り

　この度、二十数年ぶりに議会を傍聴するこ
とが出来ました。
　女性の課長や女性の議員がいて昔と大分違
いました。現在村で困っている水害対策一環
の遊水地の問題の議題に答弁がされ、今後の
行政の対応のあり方などがわかりました。議
員の皆様に頑張っていただきたいと思いま
す。

　水害対策一環の遊水地の問題に全力で対応
し、村民が困らないよう、国との交渉に村民
と一体となっていくことを願います。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
豪
雨
災
害

と
気
の
休
ま
る
時
が
な
い
。
し
か
し
、

季
節
は
確
実
に
秋
。「
万
葉
集
」
に
、

〈
秋
の
野
に  

咲
き
た
る
花
を

 

指お
よ
び
お折
り  

か
き
数
ふ
れ
ば  

七な
な
く
さ種
の
花
〉

 

山
上
憶
良

　

晴
れ
間
に
近
く
の
野
山
に
出
掛
け

て
、撫
子
、風
に
そ
よ
ぐ
ス
ス
キ
や
萩
、

葛
の
花
を
見
つ
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
大

人
に
な
っ
た
ら
い
つ
の
間
に
か
忘
れ
て

た
心
に
、
少
し
潤
い
を
与
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

 

（
林　
芳
子
）秋風にそよぐ
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村民の声

　この度、玉川村老人クラブ連合会年間行
事の一環による議会（9月定例会）傍聴を
させていただきました。新型コロナウイル
ス感染が拡大している中、議員の方々が活
動にご尽力されております事ご苦労様です。
質疑の内容を聞かせて頂き、大きな課題に
取り組まれている現状を聞き、事業の重大
さを感じさせられました。

　100ha の遊水地が計画され、約 60戸が
移転がされるとの事ですが、移転される方々
の戸惑いは大変なことと思います。今後遊
水地対策室を設置、事業を進めるにあたり、
行政、議会議員、地権者、関係各位の総力
を挙げ、自然災害なく安心して生活できる
玉川村を創りあげるようお願いします。（移
転地の質疑の中で旧須釜中学校グラウンド
の声がなかった事は残念に思いました。）

◦議会に対して◦議会に対して

◦村に対して

◦村に対して

南須釜
老人クラブ会長

百日紅会
会長

大
おお の
野　福

ふくいち
一さん

　　　（南須釜）
辻
つじ
　泰

やす お
央さん　

　　　（川辺）


